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新
墓
地
造
成
を
記
念
し
て
親
鸞
聖
人
行
脚
像
建
立
を
発
願
、
定
例
世
話
方
総

代
会
議
に
は
か
り
福
井
市
林
大
仏
堂
を
通
じ
て
京
都

の
岩
沢
の
梵
鐘
い
で
鋳
造

四
月
十
四
日
搬
入
、
本
堂
向
拝
に
仮
安
置
、
御
台
座
は
白
ミ
カ
ゲ
宝
光
石
布
積

み

ハ
ズ
シ
仕
上
げ
、
行
脚
像
に
あ
わ
せ
自
然
で
素
朴
な
感
じ
を
基
調
に
、
線
香

立
を
前
に
お
き
、
納
骨

・
納
経
の
で
き
る
よ
う
に
基
礎
部
分
を
深
く
掘
り
下
げ

五
月
末
ま
で
に
竣
工

（工
事
費
六
十
八
万
二
千
円
、
施
工
吉
田
町
武
石
石
材
工

務
店
）
六
月
五
日
林
大
仏
堂
立
合
い
の
も
と
行
脚
像
を
新
墓
地
９０
番
区
画

の
御

台
座

の
上
に
安
置
い
た
し
ま
し
た
。
皆
様

の
御
協
力
を
深
謝
い
た
し
ま
す
。

納
骨
堂

・
納
経
塚
と
し
て
建
立
　
現
場
は
弥
彦
山
系
を
仰
ぐ
見
は
ら
し
の
よ

い
高
台
、
そ
の
か
み
こ
の
弥
彦
周
辺
を
教
化
の
た
め
行
脚
さ
れ
た
御
苦
労
を
し

の
ぶ
よ
す
が
と
な
る
行
脚
像
、
分
骨
し
て
納
骨
を
希
望
さ
れ
る
方
、
ま
た
お
経

文
の

一
節
な
ど
写
経
し
て
納
め
た
い
方
は
お
気
軽
に
寺
ま
で
お
申
出
下
さ
い
。 lり、 _轟

写
経
の
道
具
の
ほ
か
、
敷

写
し
で
き
る
よ
う

一切
あ

用
意
を
整
え
、
お
い
で
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

永
代
経
法
要
に
　
エハ
月

現
地
落
慶
法
要
　
十
日

の
永
代
経
法
要
の
お

つ
と

め
の
後
、
現
地
で
開
眼
落

慶

の
法
要
を
厳
修
し
多
数

の
方
々
の
お
参
り
を
頂
き

ま
し
た
。
永
代
経
を
上
納

さ
れ
た
仏
の
法
名
を
行
脚

像
に
納
め
る
た
め
、
寺
の

記
録
を
も
と
に
、
日
下
法

名
録
の
浄
書
作
業
を

つ
づ

け
て
お
り
ま
す
。

く
写
真
は
現
地
落
慶
法
要

.“

…
Ⅲ澤攣鶴圏購

　ヽ　」

8月 107日  盆 参 法 要

9月 23日 彼 岸 会

10月 7日 本山御布教

皆様お誘い合わせ,お参 り下 さ

11月 708日  報 恩

12月 31日 除 夜 の

毎 月 20日 間 法

るよう御案内申し上げます。

講

鐘

会



12号 広 福 寺 だ よ り 昭和 62年 7月  12)

∧
雲
郷
彰
師
　
本
山
差
向
御
布
教
の
中
か
ら
∨

こ
の
二
月
九
日
は
昔
か
ら
梵
鐘
講
が
勤
ま

っ
て
い

る
。
講
と
い
う
字
に
は

「
明
ら
か
に
す
る
」
と
い
う

意
味
が
あ
る
。
阿
弥
陀
如
来
が
起
ち
上
が

っ
て
い
て

下
さ
る
、
た
れ
の
た
め
で
も
な
く
こ
の
私
の
た
め
に

起
ち
上
が
っ
て
昨
び
か
け
て
い
て
下
さ
る
、
そ
の
意

味
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
講
。
　

「
鐘
の
音
は
仏
の

声
と
私
は
信
ず
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
鐘
が
ゴ
オ

ー
ン
と
私
の
心
の
底
を
え
ぐ
る
が
如
く
響
く
。
忘
れ

て
い
る
も
の
は
な
い
か
な
手
を
合
わ
せ
る
生
活
を
忘

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
御
催
促
の
仏
の

声
と
頂
い
て
い
く
法
の
味
わ
い
。
御
和
讃
に

「憶
念

の
心
つ
ね
に
し
て
」
と
あ
る
。
心
静
か
に
続
え
る
念

仏
は
、
私
が
如
来
さ
ま
に
称
え
て
い
る
と
思
う
け
れ

ど
、
私
が
仏
を
思
う
心
に
先
が
け
て
如
来
さ
ま
の
方

か
ら
私
に
早
く
早
く
早
く
気
づ
い
て
く
れ
よ
と
い
う

催
促
の
心
が
先
が
け
て
下
さ
れ
て
こ
そ
、
私
が
お
念

仏
を
称
え
る
身
に
な
れ
た

と
い
う
こ
と
。
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
と
、
如
来

さ
ま
の
喚
び
か
け
に
応
え

た
の
が
私
で
、
参

っ
て
く

れ
よ
う
、
念
仏
を
称
え
て

く
れ
よ
う
、
手
を
合
わ
せ
て
く
れ
よ
う
と
い
う
の
で

は
な
く
て
、
先
が
け
て
い
て
下
さ
る
如
来
さ
ま
の
心

が
私
に
届
い
て
、
は
じ
め
て
手
を
合
わ
せ
る
身
に
な

っ
た
、
こ
の
本
堂
に
足
を

運
ぶ
身
に
な

っ
た
、
そ
の

他
力
と
い
う
大
き
な
如
来

さ
ま
の
願
い
の
中
に
生
か

さ
れ
な
が
ら
日
々
を
送

っ

て
い
る
よ
ろ
こ
び
を
早
く

感
じ
取
る
こ
と
が
何
よ
り

も
肝
要
。

妙
好
人
浅
原
才
市
さ
ん

は
、
お
念
仏
の
い
わ
れ
を

わ
た
し
や
あ
な
た
∧
如
来

さ
ま
∨
に
頼
ま
れ
て
／

助
か

っ
て
く
れ
よ
と
頼
ま

れ
て
／
御
恩
尊
と
や
／
ナ

ム
ア
ミ
ダ
ブ

ツ
と
頂
い
て

お
ら
れ
る
。

∧
源
川
遠
城
師
　
布
教
大
会
の
御
布
教
か
ら
∨

一
口
に
い
の
ち
と
い
う
が
、
浅
い
命

（か
ら
だ
の

い
の
ち
）
に
対
し
て
深
い
寿

（
こ
こ
ろ
の
い
の
ち
）

の
世
界
が
あ
る
。
仮
り
の

命
を
捨
て
て
本
当

の
寿
に

住
す
る
世
界
が
あ
る
。
お

釈
迦
様
の
浬
槃
の
時
、
沙

羅
双
樹
の
四
本
が
枯
れ
あ

と
の
四
本
は
伸
び
た
。
身

は
亡
ん
だ
が
心

（法
）
の
い
の
ち
は
栄
え
た
。
亡
き

人
の
死
を
惜
じ
む
だ
け
で
な
く
亡
き
人
の
心
を
教
え

と
し
て
頂
く
。
亡
き
人
は
命
と
ひ
き
か
え
に
尊

い
お

念
仏
を
残
し
て
く
れ
た
。
亡
き
人
を
縁
と
し
て
私
が

仏
法
に
あ
わ
せ
て
頂
く
輝
く
い
の
ち
を
賜

っ
た
。
岡

本
か
の
子

（
一
平
の
妻
、
太
郎
の
母
）

の
歌
に

年
毎
に
わ
が
悲
し
み
は
深
く
し
て

よ
よ
に
華
や
ぐ
い
の
ち
な
り
け
り

上
の
句
は
よ
く
わ
か
る
が
下
の
句
と
は
矛
盾
す
る
。

年
毎
に
私
の
悲
し
み
は
深
く
な

っ
て
く
る
け
れ
ど
、

不
思
議
と
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
喜
び
が
わ
い
て
き
て
生

き
生
き
と
し
た
い
の
ち
が
芽
生
え
て
お
り
ま
す
と
い

う
境
地
、
下
の
句

へ
の
飛
躍
に
は
自
分
の
力
で
は
で

き
な
い
大
き
な
力
が
い
る
。
そ
れ
が
、
本
願
力
、
法

の
は
た
ら
き
、
∧
他
力
と
は
如
来
の
本
願
力
な
り
∨

親
鸞
聖
人
が
大
き
な
力
に
遇
う
て
自
分
中
心
の
間
違

い
に
気
づ
か
れ
た
。
聖
人
を
ひ

っ
く
り
か
え
し
た
力

が
本
願
。
生
ま
れ
て
死
ん
で
い
く
人
間
の

一
生
、
す

べ
て
受
け
身
、
後
手
後
手
の
わ
が
身
。
こ
れ
で
よ
か

っ
た
と
い
う
満
足
が
な
い
。
い
つ
も
不
満
足
。
頼
み

も
し
な
い
の
に
親
が
勝
手
に
私
を
生
ん
だ
…
…
し
か

し
頼
み
も
し
な
い
の
に
と
い
う
け
れ
ど
、
よ
う
私
は

授
か

っ
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
、
す
べ
て
が
ぜ

与
え

で
あ

っ
た
と
い
う
世
界
に

一
歩
踏
み
込
む
。
ナ
ム
す

る
心
、
私
の
自
我

の
否
定
、
私

の

一
切
を
投
げ
捨
て

る
。
頭
が
下
が
る
と
今
ま
で
見
え
な
か

っ
た
お
か
げ

が
見
え
て
く
る
。
み
ん
な
私
の
た
め
で
ご
ざ
い
ま
し

た
と
わ
が
こ
こ
ろ
の
い
の
ち
は
、
ぬ
く
も
り
華
や
ぎ

輝
や
い
て
く
る
の
で
す
。

‐
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〓
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〓

〓
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〓

Ш　
　
　
　
　
辞
　
　
世

あ
り
が
た
や
祖
師
を
し
た
ひ
て
逝
く
道
は

琳

く
に
在
り
て
夕
陽
お
ろ
が
む

長
崎
　
義
祥
　
八
十
歳

長
崎
の
門
徒
、
松
井
信
市
郎
さ
ん
（法
名

釈
義
祥
）

が
辞
世
を
謹
詠
さ
れ
六
月
十
日
の
落
慶
法
要
に
当
た

り
行
脚
像
に
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

難
轟
藁

轟
藝
攀

広
福
寺
だ
よ
り
Ｈ
号
で
親
鸞
聖
人
行
脚
像
建
立
を
発
願

の
趣
旨
を
お
伝
え
し
御
台
座
建
造
工
事

（予
算
約
八
十
万

円
）
に

つ
い
て
趣
旨
に
御
賛
同
頂
け
る
方
々
の
御
懇
志
を

お
願
い
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
七
月
八
日
ま
で
に
五
十
八

万
八
千
円
の
御
懇
志
を
上
納
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆

様
の
御
懇
念
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
金
壱
百
万
円
　
　
　
　
　
　
一
金
壱
万
五
千
円

親
鸞
聖
人
行
脚
像
　
　
　
　
　
親
鸞
聖
人
行
脚
像
銘
板

住
職
　
柏
　
原
　
恵
　
信
　
　
士
口田
　
武

石

石

材

店

一
金
壱
拾
万
円

東
京
　
　
榎

坂

一
金
五
万
円

麓

一
区
　
小

松

一
金
参
万
円

）
）

建

入

正

夫

建

入

凡

夫

近

山

敏

朗

中

村

ソ

ヨ

田
村

二

三
郎

唐

沢

孫

兵

ェ

武

石

長

八

武

石

長

兵

エ

山
岸
兵
左

工
門

山

岸

弥

七

山

山序

惣

吉

近
山
五
左

工
門

林

部
　
　
衛

武
石
伊
左

工
門

和

歌

浦

滝

蔵

菅

　

治

兵

エ

山
岸
治
郎
左
工
門

本
多
庄
左

工
門

林

部

茂

兵

エ

武

石

繁

古

屋

高
島
二
郎
右
工
門

近

山

好

美

近

山

和

七

近

山

藤

平

治

小
林
勘
右

工
門

広
沢
茂
右

工
門

広

沢

新

八

近

山

七

之

助

林
部
良
左

工
門

近

山

平

助

中

村

三

次

郎

渡

辺

源

四
郎

阿

部

佐

太

郎

山

岸

八

百

吉

武
石
稲
右

工
門

平
岡
津
右

工
門

林

部

嘉

之

助

棚

橋

弥

之

七

渡

辺

賢

吉

平

岡

清

也

平

岡

清

助

中

村

江

戸

屋

渡
辺
権
右

工
門

武
石
又
右

工
門

山
岸
伝
右

工
門

武

石

越

中

屋

渡

辺

長

兵

エ

平

岡

清

蔵

松
宮
仲
右

工
門

高

橋

助

太

郎

高

橋

藤

兵

エ

鈴

木

彦

八

小

林

栄

蔵

堀

内

甚

兵

エ

五
十
嵐
定
右
工
門

小

林
　
　
孝

渡
辺
七
左

工
門

武

石

七

蔵

武

石

松

屋

鈴
木
由
右

工
門

麓
二
区
　
武
石
半
左

工
門
ｖ

堀
内
九
右

工
門

林

部

名

兵

エ

和

歌

浦

金

七

木

原

二

郎

武

石

八

助

武
石
多
右

工
門

熊

谷

善

太

郎

高

橋

藤

蔵

中
村
小
右

工
門

境
江
　
　
丸

山

平

八

丸
山
惣
右

工
門

丸
山
半
右

工
門

武

石

治

兵

エ

武

石

仁

助

村
山
　
　
一二
浦
庄
右

工
門

平
井
安
右

工
門

平

井

安

太

郎

武

石

清

太

郎

三

浦

惣

七

武
石
半
左

工
門

一
金
弐
千
円

麓
二
区

近

山

庄

八

細

谷

秀

英

菅
　
　
フ
ジ

エ

一
金
壱
千
円

麓
二
区
　
熊
谷
甚
左

工
門

∧
七
月
八
日
ま
で
の
上
納

懇
志
、
敬
称
略
、
順
不
同
∨

幸

子

省

吾

梵

鐘

講

中

（代
表

菅

保̈
）

一
金
弐
万
参
千
円

村
山
　
　
武
石
和
左

工
門

一
金
弐
万
円

坊
守
　
　
柏

原

朝

子

幕
島
　
　
八

子

哲

夫

一
金
壱
万
参
千
円

麓
二
区
　
菅
　
九
左

工
門

小
林
治
右

工
門

東
京

　

武

石

源

平

一
金
壱
万
円

横
浜
　
　
安

岡

彩

子

弥
彦
　
　
太

田

文

子

麓
二
区

山

岸

与

一
郎

一
金
八
千
円

麓
二
区
　
武
石
新
左

工
門
　
麓
二
区

一
金
五
千
円

境
江
　
　
武

石

太

エハ

麓
二
区

武

石

栄

次

京
ヶ
入
　
八
子
喜
左

工
門

一
金
参
千
円

粟
生
津
　
近

山

隆

夫

′‥‐‐制
ム
ロ

神
奈
川

吉
田

横
浜

長
崎

麓
二
区

麓
二
区
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六
月

一
日
か
ら
三
日
に
か
け
て
広
福
寺
、
心
光
寺

住
職
、
坊
守
を
含
め
二
十
名
が
参
加
、
新
潟
交
通

エ

ア
ロ
バ
ス
で

一
日
目
は
夕
方
仏
光
寺
御
本
廟
に
参
拝

し
御
本
山
で
上
山
研
修

の
宿
泊
、
二
日
目
は
お
あ
さ

じ
参
拝
、
御
門
主
様
新
門
様
を
囲
ん
で
記
念
写
真
、

発
行
所

広
　
福
　
寺

０

９

５

９

１

０

３

六
角
堂
、
青
蓮
院
、
知
恩
院
、
銀
閣
寺
、
比
叡
山
根

本
中
堂
を
め
ぐ
り
芦
原
温
泉
泊
ま
り
、
三
日
目
は

一

部

コ
ー
ス
を
変
更
し
オ
ー
プ
ン
直
後
の
越
前
大
仏
、

吉
崎
御
坊
を
め
ぐ
り
終
始
な
ご
や
か
に
談
笑
し

つ
つ

本
山
参
り
の
宿
願
を
果
た
し
た
安
堵
の
胸
を
な
で
お

ろ
し
無
事
帰
着
し
ま
し
た
。
本
山
で
は
御
法
話
、
御

布
教
を
聴
聞
し
、
大
師
堂
御
内
陣
の
清
掃
奉
仕
に
も

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
旅
の
企
画
か

ら
出
発
ま
で
格
別
の
お
世
話
と
サ
ー
ビ
ス
を
頂
き
ま

し
た
吉
田
町
の
旅
行
社

「越
後
ト
ラ
ベ
ル
」
さ
ん
に

心
か
ら
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

お
墓
参
り
が
近
づ
き
ま
し
た

旧
墓
地
西
側
参
道
の
整
備
舗
装

　

一
部
墓

の
移
築

に
御
協
力
を
頂
き
参
道

の
整
備
舗
装
工
事
を
す
す
め

ま
し
た
。
工
事
費
十
六
万
八
千
七
百
五
十
円
。

新
潟
県
西
蒲
原
郡
弥
彦
村
大
字
麓
６
５
９
０

墓
地
北
側
駐
車
場
の
整
備
　
寺

の
行
事
や
墓
参
、

墓
建
造
工
事
用
車
の
た
め
駐
車
場
用
地
を
整
地
し
ま

し
た
。
庫
裡
の
う
ら
の
通
路

の
奥
に
当
た
り
ま
す
。

工
事
費
三
十

一
万
五
百
円
、
施
工
小
林
組
。

駐
車
に
御
協
力
を
　
″何
事
や
お
墓
参
り
の
時
、
本

堂

へ
の
参
道
と
庫
裡

へ
の
通
路
で
の
駐
車
は
御
遠
慮

下
さ
る
よ
う
御
協
力
願
い
ま
す
。

（見
取
図
参
照
）

墓
参
用
手
桶
と
樋
杓
　
直
径
２２
セ
ン
チ
の
手
桶
と

樋
杓
を
十
個
用
意
し
ま
し
た
。
庫
裡
の
井
戸
小
屋
と

新
墓
地
の
水
道
の
と
こ
ろ
に
備
え
て
お
き
ま
す
。
お

気
軽
に
御
利
用
の
上
ま
た
も
と
に
お
返
し
下
さ
い
。

・ :難キ:
風
に
消
え
な
い
ロ
ー
ソ
ク
立
　
墓
参
の
と
き

ロ
ー

ソ
ク
が
よ
く
消
え
て
困
り
ま
す
。
風
に
消
え
な
い
御

心
灯

（新
案
特
許
）
を
若
干
と
り
よ
せ
ま
し
た
。
御

希
望
の
方
は
寺
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。
耐
熱
ガ
ラ

ス
の
火
屋

つ
き
。
お
仏
壇
に
使

っ
て
も
火
災
の
心
配

が
な
く
便
利
で
す
。

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
ホ
ヤ
の
丸
さ

に
切

っ
て
ロ
ー
ソ
ク
立
の
下
に
敷
い
て
お
き
ま
す
と

あ
と
の
掃
除
が
簡
単
に
す
み
ま
す
。

）
）

電
話
０
２
５
６

（
９４
）
２
４
３
７
　
　
　
印
刷
　
　
ワ
ノ
ウ
印
刷

144-4御心灯
ローソク立 セ ッ ト

Bガラス製ホヤ i25 cm
2個で … 3,300円
1個 で …・ q,800円

境 内 見 取 図


